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図 1 対話フォーラムを構成する 3 つのフェーズ 
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図 2 開発を目指す対話機能のイメージ 
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表 2 対話フォーラム実施期間における国内外の関連事象 
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表 3 エネルギーフローに着目したステークホルダー選定カテゴリ 

 

 



 
 

 
 

 

図 7 対話フォーラム参加ステークホルダーの関係性 
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図 11 テーマ 1「エネルギー供給」、テーマ 2「ライフスタイル」の特徴と討議方法の検討 
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図 12 テーマ 1「エネルギー供給」討議プロセス 
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図 13」 専門家の再生可能エネルギーに対するアプローチ（討議結果の整理の一例） 
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図 16 電源構成を考える際のステークホルダー間の価値観の相違 
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図 17 徹底討議に向けた「基幹的グループ」と「補完グループ」の主張と論拠 
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図 18 テーマ 2「ライフスタイル」討議プロセス 
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図 19 ライフスタイルの議論の対象範囲 
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図 21 ステークホルダーの対話の場における「仲介機能」の提案 
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図 23 研究開発プロジェクト実施体制 
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図 24 対話フォーラムの運営・実施体制 

 
図 25 対話フォーラムの進行管理と役割分担 
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